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報告内容

 ワシントン州立大学トライシティーズ校（WSU）

 ワイン科学センター

 モザイクセンター

 キャリアセンター

 ハンフォード歴史プロジェクト

 コロンビアベイスン短期大学（CBC）

 日本語クラス

 キャンパスツアー

 ASCBCでの活動



WSU
ワイン科学センター

 地元の農家やワイナリーなどワイン産
業に携わる人々との意見交換するため
の、設備が整えられ、学生がブドウ栽
培のフィールドワークをして、それを
研究に活かす体制となっていました。

 山火事の煙によるブドウ栽培の被害を
逆手にとって、煙を用いてテイストを
調整する研究で、最先端を行く、ト
ム・コリンズ先生とその院生2人から、
その研究内容についてお話を伺いまし
た。



WSU
モザイクセンター

 様々な文化的背景を持つ学生同士がお
互いを尊重し、前向きに仲良くなって
いくための取り組みがなされています。

 相手のことを知るために、ワークシー
トを用いて楽しく交流できるような取
り組みに参加しました。

 学生もすぐに打ち解けていました。

 学長も駆けつけてくださり、歓迎して
いただきました。



WSU
キャリアセンター

 インターンシップについての取
り組みを聴きました。

 地元の企業が、WSUの学生を求
めてエントリーし、8割から9割
の学生がインターンシップを通
じて職業体験をし、就職に結び
つけているということでした。
インターンシップの期間は3か
月から最長で2年というものも
あるそうです。写真はリニュー
アルしたてのブースで、就職に
関するアドバイスの他、自習の
空間としても活用されていると
のことでした。



WSU
ハンフォード歴史プロ
ジェクト

プロジェクトのADであるロバート・フランク
リン氏による、ハンフォードの歴史について
の講義を受けました。

・長崎に原爆が投下されるまで、ハンフォー
ドで働いていた人々は自分たちが何を造って
いるのか知らされていませんでした。

・戦争が終わり、職を失いかけていた人々は、
冷戦による軍拡競争によってふたたび職を得
ることとなりました。



CBC
Social Sciences & World Languages Center (SWL棟)



CBC
日本語クラス

ノリコ・ライダー先生が
講師を務める日本語クラ
スで、日本語でのあいさ
つや折り紙を通して交流
しました。

高校に通いながら、大学
の授業も受けている学生
も多くいました。



CBC
キャンパスツアー

全部で８学部ある広大なキャンパスをゴ
ルフカートでめぐりつつ各学部の施設や特
徴について説明をうけました。

学生のための自習スペースやフィットネ
スジムなど充実した設備がありましたが、
それらは地元の企業や篤志家による寄付に
よって成り立っているということでした。

学びの内容も、ラムウェストン工場での
機械整備や、原子力関連産業での作業、バ
イオテクノロジーを用いた農業など、地元
の企業の即戦力となる内容が多く、学生の
９割は地元に就職するなど、好循環を生み
出す仕組みとなっていることがわかりまし
た。



CBC
ASCBC

学生たちの交流を目的とした施設があり、
イベントのための工作道具一式がそろえら
れた部屋で、メインイベントとなるプレゼ
ンテーションの準備をしました。

日本語クラスを履修している学生の多く
が日本カルチャークラブのメンバーで、考
えるより先に手が動いているかんじで何の
躊躇なく、作業に入り始める様子を見て、
驚きました。


